
デッドバンド（DB）動作図

デッドバンドは、ある基準に対して出力動作位置をどれだけ離すかを決める機能です。
下図は、調節計におけるデッドバンドの動作定義を示しており、
OUT1を基準にデッドバンド値で設定した分だけ、OUT2の動作位置がずれていきます。
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